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（
平
）
い
よ
い
よ
ロ
ー
マ
に
向
か
う
。
天
正

少
年
使
節
で
た
だ
一
人
殉
教
し
た
中
浦

ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
処
刑
の
直
前
に
「
私
は

ロ
ー
マ
を
見
た
神
父
だ
」と
言
っ
た
。
ロ
ー

マ
を
体
験
し
た
誇
り
が
重
く
伝
わ
っ
て
く

る
。

　

ロ
ー
マ
に
着
い
た
翌
朝
、
バ
チ
カ
ン
宮

殿
に
向
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
気
温
は
43

度
を
超
え
、
石
畳
が
焼
け
、
歩
行
は
困
難

を
極
め
た
。
宮
殿
は
聖
ペ
ト
ロ
殉
教
の
丘

に
建
て
ら
れ
、
わ
ず
か
０
．
４
４
平
方
キ

ロ
し
か
な
い
世
界
最
小
の
国
家
で
、
全
域

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
宮
殿

は
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
、
バ
チ
カ
ン

美
術
館
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
バ
チ
カ
ン
美
術
館
は

キ
リ
ス
ト
教
の
至
宝
を
集
め
て
い
る
だ
け

に
、
美
術
品
の
迫
力
と
数
の
多
さ
に
圧
倒

さ
れ
る
。
数
日
間
通
っ
て
も
全
体
を
理
解

す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。
美
術
館

を
出
て
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
に
入
っ

た
。
ロ
ー
マ
法
王
の
公
邸
で
あ
る
。
ミ
ケ

ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
な
ど
、

ル
ネ
サ
ン
ス
を
代
表
す
る
芸
術
家
た
ち
の

作
品
が
燦
然
と
輝
い
て
い
る
。
バ
チ
カ
ン

宮
殿
を
一
歩
踏
み
出
す
と
、
イ
タ
リ
ア
共

和
国
に
入
る
。
天
正
使
節
が
宿
舎
に
し
た

イ
エ
ズ
ス
会
の
本
部
ジ
ェ
ズ
教
会
は
イ
グ

ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
が
埋
葬
さ
れ
る
教
会

で
、
中
国
へ
の
布
教
を
前
に
没
し
た
盟
友

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
右
手
も
保

存
さ
れ
て
い
る
。

（
天
）
ア
ジ
ア
布
教
の
戦
略
拠
点
で
あ
り
、

ロ
ー
マ
で
の
天
正
少
年
使
節
の
行
動
を
支

え
た
場
所
だ
っ
た
。
聖
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・

ラ
テ
ラ
ノ
大
聖
堂
で
、
天
正
の
少
年
使
節

４
人
は
シ
ス
ト
５
世
か
ら
剣
を
授
け
ら
れ
、

騎
士
に
叙
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
少
年
た
ち

は
、
ロ
ー
マ
法
王
か
ら
日
本
向
け
の
巨
額

な
資
金
援
助
の
約
束
を
取
り
付
け
、ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
の
初
期
の
目
的
を
達
成
し
た
の

で
あ
る
。

（
平
）
さ
て
、
ロ
ー
マ
法
王
に
謁
見
す
る
日

が
や
っ
て
き
た
。
ロ
ー
マ
か
ら
南
に
約
30

キ
ロ
で
法
王
の
避
暑
地
カ
ス
テ
ル
・
ガ
ン

ド
ル
フ
ォ
に
着
く
。
法
王
の
謁
見
は
今
回

の
企
画
に
賛
同
し
た
各
方
面
の
応
援
で
実

現
し
た
。
世
界
で
11
億
人
い
る
信
者
の
中

で
、
ひ
と
握
り
だ
け
に
与
え
ら
れ
た
栄
誉

に
、
紋
付
き
は
か
ま
の
正
装
に
着
替
え
た

８
人
の
少
年
少
女
は
、
さ
す
が
に
緊
張
し

き
っ
て
い
る
。
城
壁
の
外
で
待
つ
こ
と
１

時
間
で
、中
庭
に
通
さ
れ
た
。
城
内
に
入
っ

た
団
体
が
紹
介
さ
れ
る
。「
ミ
ナ
ミ
シ
マ
バ

ラ
、ジ
ャ
パ
ン
」
の
声
に
一
同
「
ワ
オ
ー
ッ
」

と
歓
声
を
あ
げ
る
。
法
王
の
説
教
の
あ
と
、

わ
ず
か
な
人
だ
け
が
直
接
謁
見
を
許
さ
れ

た
。
そ
の
中
に
藤
原
米
幸
南
島
原
市
長
が

い
た
。
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
に
次
い
で

二
代
の
法
王
と
直
接
謁
見
し
た
稀
有
の
人

と
な
っ
た
。

（
天
）
地
球
の
果
て
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
が
広

ま
っ
た
と
、
ロ
ー
マ
市
民
を
歓
喜
の
渦
に

巻
き
込
ん
だ
天
正
の
少
年
た
ち
の
謁
見
で

は
法
王
が
涙
を
流
し
抱
擁
し
た
の
だ
っ
た
。

（
平
）
平
成
の
子
供
た
ち
の
紋
付
き
は
か
ま

姿
は
人
気
の
的
で
、
最
初
は
着
る
の
を
嫌

が
っ
た
こ
と
も
忘
れ
、
誇
ら
し
げ
に
写
真

に
納
ま
っ
て
い
た
。

　

カ
ス
テ
ル
・
ガ
ン
ド
ル
フ
ォ
を
後
に
、

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
神
父
の
故
郷
キ
エ
ー

テ
ィ
へ
バ
ス
を
走
ら
せ
た
。
ロ
ー
マ
か
ら

３
０
０
キ
ロ
の
行
程
で
あ
る
。
第
２
の
ザ

ビ
エ
ル
と
言
わ
れ
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は

16
歳
で
故
郷
を
出
て
マ
カ
オ
で
没
す
る
ま

で
帰
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
平
）
市
内
に
入
る
と
白
バ
イ
２
台
が
先
導

を
始
め
た
。
特
別
待
遇
に
一
同
驚
か
さ
れ

た
。
ホ
テ
ル
に
到
着
す
る
と
人
だ
か
り
が

し
て
い
る
。
ホ
ス
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
８
家

族
の
盛
大
な
出
迎
え
に
驚
い
た
。
最
初
の

訪
問
は
フ
ォ
ル
テ
大
司
教
が
待
つ
サ
ン
・

ジ
ュ
ス
テ
ィ
ー
ノ
大
聖
堂
だ
っ
た
。
合
流

し
た
両
国
の
子
供
た
ち
は
、
神
妙
な
顔
つ

き
で
説
教
に
聞
き
入
っ
た
。
大
司
教
は
流

暢
な
日
本
語
で
、
国
際
人
に
な
る
た
め
に

外
国
語
を
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
た
。

　

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
神
父
の
生
家
が
市
庁

舎
に
な
っ
て
い
て
、
正
面
に
南
島
原
市
に

寄
贈
さ
れ
た
と
同
じ
銅
像
が
建
っ
て
い
る
。

デ
ィ
・
プ
リ
ミ
オ
市
長
と
キ
エ
ー
テ
ィ
財

団
の
デ
ィ
・
ニ
シ
オ
理
事
長
の
お
迎
え
を

受
け
る
。
キ
エ
ー
テ
ィ
市
長
は
「
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
な
く
し
て
こ
の
出
会
い
は
無

か
っ
た
。
今
後
両
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
築
き
た
い
」
と
挨
拶
し
、
文
化
・
経

済
の
交
流
に
強
い
期
待
を
述
べ
た
。
９
月

の
口
之
津
開
港
４
５
０
年
の
記
念
式
典
に

は
市
の
代
表
団
を
送
り
た
い
と
、
熱
意
を

示
し
た
。
市
長
主
催
の
晩
餐
会
は
、
古
代

ロ
ー
マ
遺
跡
の
上
に
建
つ
レ
ス
ト
ラ
ン
で

開
か
れ
た
。
市
長
を
は
じ
め
、
子
供
た
ち

と
ホ
ス
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
で
夕

食
会
は
賑
わ
っ
た
。

サン・ピエトロ大聖堂のドーム イタリアの訪問地ローマ法王に謁見する藤原市長

サン・ジュスティーノ大聖堂

藤原市長とキエーティ市長と財団理事長 キエーティ市庁舎前 謁見を待つ群衆と少年たち

システィーナ礼拝堂の壁画

ラテラノ大聖堂と壁画

フランシスコ・ザビエルの右手

「
イ
タ
リ
ア 

ロ
ー
マ
へ
」 

〜
バ
チ
カ
ン
　ロ
ー
マ
法
王 

謁
見
〜

1998年当時の有家町長であった藤原市長が、故渡辺千
尋氏らと共に、ローマ法王ヨハネ・パウロ２世に謁見。
「セビリアの聖母」の復刻版を献上しました。

ローマ法王に謁見する藤原市長

日本での布教がたたえられ、ローマ教皇からたくさん
の贈り物、ローマ市民権証書を贈られるなど、異例の
待遇を受けました。

天正遣欧使節のローマ教皇謁見の図
『ローマ教皇グレゴリオ13世伝』より
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